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衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
東
京
都
三
多
摩
地
区
の
消
防
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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三 

衆
議
院
議
員
並
木
芳
雄
君
提
出
東
京
都
三
多
摩
地
区
の
消
防
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

消
防
組
織
法
施
行
に
伴
い
、
消
防
の
責
任
は
挙
げ
て
各
市
町
村
に
委
ね
ら
れ(

消
防
組
織
法
第
六
條)

そ
の
相
互
関
係
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
長
は
相
互
応
援
協
定
を
結
び
、
そ
の
独
立
分
散
を
防
ぐ(

同
第
二
十
一
條)

こ
と
が
で
き
る
外
、
非
常
事
態

の
場
合
に
対
し
て
は
警
察
等
と
も
あ
ら
か
じ
め
協
定
す
る
こ
と
が
で
き
る(

同
第
二
十
四
條
第
二
項
）
。
そ
の
応
援
の
際
の
統

制
指
揮
に
つ
い
て
は
そ
の
協
定
の
上
で
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
、
混
乱
を
防
ぐ
べ
き
で
あ
る
。 

な
お
、
独
立
し
て
第
六
條
の
責
任
を
完
う
し
え
な
い
市
町
村
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
八
十
四
條
に
基
き
、
消
防
の
一
部

事
務
組
合
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
一
部
事
務
組
合
に
対
し
て
は
市
又
は
町
村
と
し
て
の
規
定
が
準
用

さ
れ
る
の
で
あ
る(

地
方
自
治
法
第
二
百
九
十
三
條
）
。 

組
合
の
結
成
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
地
方
自
治
の
立
前
か
ら
当
を
得
な
い
の
で
あ
つ
て
、
真
に
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
特
別

区
の
消
防
責
任
者
た
る
都
知
事
と
協
議
の
上
解
決
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
料
す
る
。 

将
来
の
問
題
と
し
て
は
、
單
に
消
防
の
み
で
な
く
、
東
京
都
行
政
全
般
の
問
題
と
し
て
取
上
ぐ
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




